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2021年3⽉期 第2四半期（2020年4⽉〜9⽉）
決算説明資料

株式会社MCJ
2020年11⽉５⽇
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2021年3⽉期 第2四半期（4⽉〜9⽉）における主なトピックス
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 売上⾼、各利益共に第2四半期累計期間としての過去最⾼を更新
 国内パソコン関連事業の好調が売上⾼、利益を牽引
 新型コロナウイルス感染症の影響下、欧州モニター事業も増益を確保
 総合エンタメ事業は⾚字が継続

業績サマリー

業績に係る
トピック

 国内パソコン関連事業が好調を継続
 国内パソコン関連事業が⼤幅増収・増益にて業績を牽引

- 軟調な市場環境下、主要3社共に増収に加え前年同期⽐4割〜5割前後の増益を確保

 海外パソコン事業も⻑期に亘るロックダウン等の影響を最⼩限にとどめ着地
 iiyama（欧州モニター事業。1⽉〜6⽉）は2桁増益を確保
 R-logic（東南アジア事業。同上）は営業収⽀は若⼲の⾚字も、経常利益以下は前

期⽐増益を確保

 総合エンターテインメント事業は⾚字基調が継続
 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、引き続き展開事業が全般的に軟調に推移

- コスト削減等の対応をするも、引き続き厳しい事業環境が継続

 国内パソコン事業の堅調に加え、海外パソコン事業も回復・拡⼤傾向が鮮明
であり、2021年3⽉期は5期連続の過去最⾼売上及び利益を⾒込む

その他
トピックス
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１. 第２四半期連結業績報告 ３－１８
２. 中期経営計画進捗及びその他トピックス ２０－２３
３. 通期見通し ２５－２９
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連結業績サマリー (1/2)
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累計期間としての売上⾼及び各利益の過去最⾼を更新

 売上⾼︓ 821億円 （前年同期⽐ 12.9％増）
 営業利益︓ 84億円 （同 26.9％増）

- 国内パソコン関連事業の好調により売上⾼、営業利益ともに⼤幅増
- コロナ禍、海外パソコン事業（1⽉〜6⽉）も堅調を維持

4⽉〜9⽉
累計期間

7⽉〜9⽉
会計期間

特需のあった前期と⽐較し、海外事業及び総合エンターテインメント事
業への新型コロナウイルス感染症の影響により若⼲の減収減益

 売上⾼︓ 376億円 （前年同期⽐ 1.0％減）
 営業利益︓ 35億円 （同 2.9％減）

- 欧州（4⽉〜6⽉）は3⽉〜5⽉も⿊字を継続
- 総合エンターテインメント事業は⾚字基調が継続

2021年
3⽉期

第2四半期

実 績
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第2四半期（7⽉〜9⽉）連結業績推移グラフ

国内パソコン関連事業は好調も、海外及び総合エンターテインメント事業が新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、連結ベースでは売上利益共に⼩幅な減収減益で着地

国内パソコン関連事業は好調も、海外及び総合エンターテインメント事業が新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、連結ベースでは売上利益共に⼩幅な減収減益で着地

海外及び総合エンタメ事業が新型コロナウイルス感染症の影
響を受けるも、国内パソコン事業の好調によりWindows7及
び消費増税前需要で盛り上がった前期同等の売上を確保

海外及び総合エンタメ事業が新型コロナウイルス感染症の影
響を受けるも、国内パソコン事業の好調によりWindows7及
び消費増税前需要で盛り上がった前期同等の売上を確保

海外及び総合エンタメ事業が減益となり、連結では微減
益となるも、パソコン事業の⾼収益継続により引き続き

⾼⽔準の利益を確保

海外及び総合エンタメ事業が減益となり、連結では微減
益となるも、パソコン事業の⾼収益継続により引き続き

⾼⽔準の利益を確保
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第2四半期（7⽉〜9⽉）連結業績推移

※ 上記表の2018年3⽉期3Q、2020年3⽉期4Qには、不動産売却による⼀時収益を含んでおります。

ロックダウン等の影響を受けた海外事業（4⽉〜6⽉）や⾚字が続く総合エンターテインメント事業により
減収減益ではあるものの、国内パソコン事業の好調により特需のあった前期同等の⾼い売上及び利益⽔準を継続

ロックダウン等の影響を受けた海外事業（4⽉〜6⽉）や⾚字が続く総合エンターテインメント事業により
減収減益ではあるものの、国内パソコン事業の好調により特需のあった前期同等の⾼い売上及び利益⽔準を継続

（百万円）
１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q

売 上 ⾼ 28,395 27,568 34,086 34,493 32,489 31,293 34,897 38,583 34,654 38,075 36,439 44,565 44,420 37,698
営 業 利 益 1,993 1,518 2,472 2,520 2,616 1,922 2,299 2,849 3,007 3,645 3,099 3,954 4,900 3,540

2018年3⽉期 2019年3⽉期 2020年3⽉期  2021年3⽉期
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国内パソコン出荷台数増減率の推移

市場全体は前年度のWindows7更新需要等の反動減やリモートワーク需要等の鈍化に対し
GIGAスクール案件の増加があったものの上半期は軟調に推移

当社グループは引き続き消費需要に合致した製品投⼊や営業施策を展開し、出荷台数は前年同期⽐増を維持

市場全体は前年度のWindows7更新需要等の反動減やリモートワーク需要等の鈍化に対し
GIGAスクール案件の増加があったものの上半期は軟調に推移

当社グループは引き続き消費需要に合致した製品投⼊や営業施策を展開し、出荷台数は前年同期⽐増を維持

※ 上記グラフは、四半期（会計期間）ごとの出荷台数実績を前年同期と⽐較したものです。
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総合エンターテインメント事業︓株式会社aprecio、 株式会社MID
【ネットカフェ、24時間フィットネス、接⾻院・整体院、ホテル運営事業】
 売上⾼ 15億円 （前年同期⽐20.8%減）

- ネットカフェ事業、ホテル事業は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響による利⽤者減で⼤幅減収
- 24時間フィットネス事業は、利⽤会員数が堅調に増加し、増収基調を継続

 営業利益 △5.5億円 （ー）
- 第2四半期に⼊り⾚字幅縮⼩も、ネットカフェ事業及びホテル事業は⾚字が継続
- 24時間フィットネス事業は、会員数増加に加え新規出店抑制もあり前年同期⽐⾚字幅が⼤幅縮⼩
- 接⾻院・整体院事業は、⽴ち上げ期の為初期コストもあり計画通り⾚字でのスタート

セグメント情報 第2四半期 4⽉〜9⽉実績

※ 上記表には、連結消去及び全社費⽤等の⾦額が含まれていないため、「連結売上⾼」数値と各セグメント数値の合計値とが異なります。なお、構成⽐は、「連結売上⾼」数値を基に算出しております。

⾦額 構成⽐率 ⾦額 構成⽐率 増減額 増減⽐率

売 上 ⾼ 1,937 2.7% 1,535 1.9% △ 402 △20.8%

営 業 利 益 59 0.9% △ 551 ー △ 611 ー

前年同期⽐総合エンターテインメント
事業

（百万円）

2020年3⽉期 2021年3⽉期

第2四半期 第2四半期
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１. 第２四半期連結業績報告 ３－１８
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MCJグループのESG⽅針の策定及び今後の開⽰⽅針
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企業価値の向上のみならず、社会価値の向上を⽬指しグループ⽅針を策定、実績を開⽰

当社グループの経営ビジョンや理念に基づき、グループとしての考え⽅を策定
2020年7⽉1⽇付【ESG ⽅針の策定のお知らせ】として開⽰

当社グループの経営ビジョンや理念に基づき、グループとしての考え⽅を策定
2020年7⽉1⽇付【ESG ⽅針の策定のお知らせ】として開⽰

⽅針及び事例の開⽰ 今後の開⽰⽅針

連動・更新

⼤きな⽅針の修
正・追加

3年毎に更新し
ている中期経
営計画の策定
に合わせて実施
し、中計と合わ
せて開⽰予定

毎年の活動実
績・事例等

毎期の通期業
績実績の開⽰
と合わせ通期
決算説明会資
料にて開⽰予
定

※詳細はホームページのESGページ参照︓https://www.mcj.jp/ir/esg.html
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通期連結業績予想に対する前提及び考え⽅

2021年3⽉期における業績予想の前提及び背景

 業績予想は現時点における営業状況を反映して策定

» ⾜元の事業環境（〜2020年10⽉）
 国内パソコン関連事業は企業のリモートワーク需要や個⼈の巣ごもり需要等は鎮静化しつ

つあり、また前期はWindows7特需等（〜3Q）や新型コロナウイルス感染症に係る需要
（4Q）があったものの、知名度の拡⼤や各種営業施策等により引き続き堅調が継続

 海外パソコン関連事業は、3⽉から5⽉を中⼼に新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴うロックダ
ウン等の各国の政策による事業活動の⼤幅な制約を数か⽉に亘り受けるも、迅速に対応しと
りわけ第3四半期（7⽉〜）からの回復基調は鮮明であり今期も継続成⻑が⾒込まれる

 総合エンターテインメント事業は引き続き厳しい事業環境が継続する事を想定

» 将来の⾒通し及び業績予想発表に関して
 上記の通り、パソコン事業の好調は継続しており、総合エンターテインメント事業の不調を加

味してもグループとして⾼い成⻑及び収益性を維持出来る⾒通し
 ⼀⽅で、国内事業環境の不透明感に加え、欧州における新型コロナウイルス感染症の再拡

⼤による⼀部の国における再ロックダウン等の動きを踏まえた不透明感や総合エンターテイン
メント事業におけるリスク要因は継続して存在

 その様な前提から、利益についてはレンジ形式での開⽰とする
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2021年3⽉期 通期連結業績計画

事業環境に係る不透明感は依然として強いものの、国内及び海外パソコン事業の好調は
継続しており、通年で特需のあった前期を超え5年連続での過去最⾼売上及び各利益を予想

事業環境に係る不透明感は依然として強いものの、国内及び海外パソコン事業の好調は
継続しており、通年で特需のあった前期を超え5年連続での過去最⾼売上及び各利益を予想

※ 不動産売却による⼀時収益を除いております。

売 上 ⾼ 108,727 122,244 137,264 150,780 163,400 8.4%

14,500 15.1%
〜15,000 〜19.1%

14,700 16.0%
〜15,200 〜19.9%

9,500 39.7%
〜9,800 〜44.1%

2021年3⽉期
（計画） 増減率

営 業 利 益

経 常 利 益

（百万円） 2017年3⽉期 2018年3⽉期※ 2019年3⽉期 2020年3⽉期※

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

7,463 7,983 9,688 12,595

12,6749,6908,2237,503

5,030 5,471 6,655 6,802
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①1,000株以上
1万円相当の当社オリジナルカタログ

（グループ製品及び飲⾷料品を予定）より1点選択＋②

＜商品⼀例＞
VR⽤ヘッドマウントディスプレイ／21.5型液晶ディスプレイ
パソコン⼯房1万円商品券／⽶沢⽜すきやき⾁
うなぎ蒲焼／アイスセット／⽇本酒セット 等
※右記商品はご参考までに前期のものを掲載しております。

今期の商品とは異なる旨ご了承下さい。

②100株以上1,000株未満
『パソコンワンコイン診断サービス』利⽤券
（500円×2枚）

株主還元② 株主優待制度について

引き続き2021年3⽉期も株主優待制度を実施予定引き続き2021年3⽉期も株主優待制度を実施予定
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Appendix
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商号 ︓ 株式会社MCJ （英語表記 MCJ Co.,Ltd.）

設⽴ ︓ 1998年8⽉

代表者 ︓ 代表取締役会⻑兼CEO 髙島 勇⼆

資本⾦ ︓ 3,868,102,900円

従業員数（連結）︓ 2,053名（2020年3⽉末）

発⾏済株式数 ︓ 101,774,700株（同上）

証券コード ︓ 6670（東京証券取引所第2部上場）

会社概要
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株式会社MCJ
経営企画室 広報IR担当

Mail  ︓ir-otoiawase@mcj.jp
HP    ︓ www.mcj.jp/

< IR及び本資料に関するお問い合わせ>

本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社が現時点において⼊⼿可能な情報及び合理的であると判断する
⼀定の前提及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提として作成されており、実際の業績等は様々な要因によ
りこれらの⾒通しとは異なる可能性がありえます。

当社は、これらの将来の⾒通しに関する事項を常に改定する訳ではなく、またその責任も有しません。

尚、実際の業績等に影響を与えうる主な項⽬例は以下の通りとなりますが、将来⾒通しに影響を与える項⽬はこれらに限定されるもの
ではありません。

» 当社グループの事業領域を取り巻く各種経済情勢
» 当社グループの製品・サービスに対する需要
» 新製品等開発に係る当社グループの能⼒及び新製品・サービスの動向
» M&Aや他社との事業等の提携
» 資⾦調達環境、為替動向等の財務を取り巻く環境
» 事故・⾃然災害等

免責事項
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